









































































































4 ) Cf. B. Graziosi and J. Haubold, Homer Iliad Book VI, Cambridge, 2010, p. 40及び









































































































































7 ) Graziosi and Haubold, ibid., p. 41は、“When Hector enters their bedroom, ︙”
と言っているが、6. 318でヘクトルが入ったのは、松平訳が解しているよう
に、パリスとヘレネの邸であって、彼等の寝室（〈タラモス〉）ではない。
8 ) 6. 321の〈タラモス〉は、松平訳では「妻の室」となっている。
9 ) 弓は『イリアス』でしばしば臆病者の使う武具とされている。11. 385-90参照。







































































































































































































































































































































































ま平原へ出てゆこうとする、」となっている。M. M. Willcock, The Iliad of 
Homer Books I-XII, edited with Introduction and Commentary, London, 1978, p. 
248 (ad VI 393 n.) も次のように言う。“He was not then going up to the wall or 
tower to find Andromache, but proceeding straight out on to the plain, when, 
she, having left her position on the tower, came running to meet him.” 他方G. 
S. Kirk, The Iliad: A Commentary, Volume II: books 5-8, Cambridge, 1990, p. 210 
(ad 6. 393 n.) はWillcock他を批判して次のように記している。“ἔμελλε surely 
does not imply that he was about to return to the field of battle at this moment, 
and would have done so had not his wife intercepted him︙”
18) Cf. M. Arthur Katz, ‘The Divided World of Iliad VI’, H. Forley, ed. Reflections of 




























り、 このフレーズを口にするアンドロマケは「狂ったように」（6. 389 
μαινομένῃ ἐϊκυῖα）城壁に向った女であり、「墓の下に入る」（直訳すれば
「地（の下）に入る」χθόνα δύμεναι）は6. 135-6の「（ディオニュソスは海に

















































































































































































































































































24) 原文はεὖτ᾽ ἄρ᾽ ἔμελλε στρέψεσθ᾽である。呉茂一訳（平凡社版、2003年）は、
「［……］その場所から、引き返そうとするところへ」となっている。
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い切ったヘクトルといえど、いまだ複雑な心情を、つまりあの弱さを抱え
ていたことを、これは示唆していよう。パリスがヘクトルに「行き合っ
た」（6. 515）とは、彼が妻との語らいの場所から「引き返すところ」を追
いついて、背後から声を掛けたというのではなく、アンドロマケが去って
いった方向を、すなわちパリスがやってくる方向を、この瞬間までまだ見
ていたヘクトルに、正面から語りかけたということになる。
　このパリスがいかにも彼らしく、悪びれもせず、ヘクトルに正面から
「兄上よ、ぐずぐずしていたために急いでいるそなたを引き留めてしまっ
た、いわれた時刻に遅れたのではなかったかな」（6. 518-9）と語りかけた
のに対して、ヘクトルは次のように応える。
なにをいうか、物の判る男ならば、戦場におけるお前の働きをとやか
くいうことはあるまい。もともとお前は強い男なのだからな。お前は
自分で勝手にだらだらして、やる気を起さぬのだ。だからわたしは、
トロイエ人たちがお前の悪口をいうのを聞くたびに辛くてならぬ。彼
等はお前のせいで大変な苦労をしているのだからな。
　ではさあ、でかけようか。そうしたことは、いずれ互いに納得のゆ
くように話がつけられるであろう。幸いにわれらが脛当て良きアカイ
ア勢をトロイエから撃退し、屋敷の中で自由を祝う混酒器を、永
と わ
遠に
います天上の神々のために据えることを、ゼウスが許されるならば。
（6. 521-9）
このヘクトルの言葉は、だめ男パリスに対してきわめて理解あるものと
なっている。かのヘレネの部屋で見せた、戸惑いと疑念を内包させた沈黙
の延長線上にありながら、これはパリスに対してさらに肯定的になってい
る。いずれにせよ、あのヘカベの前で叫んだパリスの存在そのものへの呪
いからすれば、著しい相違を見せている。私はこの変化をもたらしたもの
こそ、ヘクトルの女性的なるものとの出会いであったと考える。しかしそ
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の女性的なるものの存在価値を知り、その魅力に引きつけられるヘクトル
は、それだけ一層その価値の担い手たちの生存を、トロイアの男として守
るために戦わねばならない、と感じた筈である。ヘクトルはこの矛盾を終
始生きてゆかねばならなかった。『イリアス』第6歌において彼が最後に
口にする言葉も、再びゼウスがアカイア勢をトロイアから撃退し、自由を
祝うことを許し給うかも知れぬとの、幻の可能性への期待の表明であっ
た。
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要旨
　「戦さは男の仕事、このイリオスに生を享けた男たちの皆に、とりわけ
てわたしにそれは任せておけばよい。（6. 492-3）」――これはヘクトルが
妻アンドロマケに、「機を織れ」と勧告した直後に発したあまりにも有名
なセリフである。機を織るのは女性の典型的な仕事であり、戦さは男性に
課せられた固有の役目だというのである。しかし『イリアス』第6歌の有
名な「ヘクトルとアンドロマケの語らい」の場をつぶさに観察するに、二
人のありようは男と女の硬直した関係に終始しているとは言い難い。ヘク
トルの世界はアンドロマケによって、そして彼女に先立ち、ヘカベとヘレ
ネ（とパリス）によっても、つまり女性的なるものによって次第に影響さ
れ、浸潤されてゆくように思われる。
　二人の出会いの場は、男の世界と女の世界の境界線たるトロイア城のス
カイア門である。アンドロマケは「万一あなたを失うことになったら、墓
の下に入る方がずっとましだとわたしは思っています（6. 410-1）」と夫に
迫る。他方ヘクトルは常に第一線で戦えと教えられてきたという。ヘクト
ルの言動を支配している名誉と恥の念の背後には、トロイア陥落の日が近
いとの予感があった。この運命感、突きつめて言えば、人間は皆死すべき
者である、という生の感覚は、女性にも等しくあった。しかしそれに対処
する仕方が、男と女では違っていた。
　スカイア門でアンドロマケに相対しているヘクトルは、彼女の存在その
ものが発する女性固有の内的力に感応したのか、あるいはそれに先立つヘ
カベ、パリス、特にヘレネとの出会いと折衝に次第に影響されたというこ
ともあってか、彼の男性性を規定する恥と名誉を相対化する視点をすでに
獲得し始めていた。彼はトロイア陥落後、妻に襲いかかる悲惨を想像し、
次のように言う。「わたしはそなたが敵に曳かれながら泣き叫ぶ声を聞く
より前に、死んで盛り土の下に埋められたい。（6. 464-5）」この二行は明
らかに、上に言及したアンドロマケのあの死の希求（6. 410-1）を受け、
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それを引き継いだものである。ヘクトルはここで妻に限りなく近く寄りそ
い、ついに彼女の言葉（女性の言葉）を用いて、彼女の心の琴線に触れた
のである。
　しかしこの女性的なるものの価値を知り、その魅力に引きつけられるヘ
クトルは、それだけ一層、その価値の担い手たちの生存をトロイアの男と
して守るために、「戦は男の仕事」の理念に立ち戻らざるをえない。ヘク
トルはこの矛盾を終始生きてゆかねばならなかった。

